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新潟市江南区自治協議会

　「子ども会議プロジェクト」は、江南区自治協議
会の提案事業の１つとして行ったプロジェクトです。
江南区の現在や将来のことをテーマに、子ども達の
目線で見た区の現状、地域の課題や取り組みを子ど
も達と学び、子ども達から意見を聞くことで、区の
将来像について考える機運や地域で未来につなげる
元気の芽 (次世代の担い手 )を育て、江南区におけ
る地域課題の解決に活かそうと考えました。

●経緯

●3つの目的

●自治協議会の役割
　「子ども会議」を実施する自治協議会では、子ども達
が「こうしたい」と思うまちの実現に向け、各地域の関
係者や学校、区役所に会議の結果である子ども達の声を
届けることにしています。そして、各地域や学校の活動
状況について調べ、現在行っている活動と子ども達自身
による「まちを良くする」取り組みがつながるよう働き
かけます。

　自分達の住むまちを「こうしたい」「こうなると良いな」。

　今年度、大江山地区、曽野木地区の子ども達の所へ行って

来ました。私達大人も子ども達の輪の中に入り一緒に考え話

し合い、子ども達が気になっていることや大人では思い浮か

ばないことなど、たくさん聞くことができました。子ども達

の素直な気持ち、自分達の住んでいる所を大切に思っている

こと。子ども達の笑顔を見ていると夢が広がります。

　これから私達大人がこの子ども達の大切な想いをどんな形

で地域や子ども達へ返すことができるか考えていかなければ

ならないと思います。

　今後も私達子ども会議プロジェクトのメンバーは地域の子

ども達の所へ出向き、自分達の住むまちを「こうしたい」「こ

うなると良いな」を、夢で終わらせることのないように取り

組んでいきたいと思います。

～子ども会議を振り返って～
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大江山地区の自慢できるところ

●自然環境や農業環境が豊か
・牛小屋がある、にわとりが鳴く・緑桜がきれい・北山公園に絶滅危惧種の
アサザがある・すごぼりクリーン作戦をやっているからゴミが少ない

●おいしい農産物、名物
・和田商店のおいしい駄菓子がある・ライスカレーが食べられる

●歴史的なものがある
・大きな神社がある・歴史ある石碑がたくさんある

●地域の人は元気で優しい、交流がある
・ほとんどの人が近所の人の名前や顔を知っている

●歯がきれいで虫歯の人が少ない

大江山地区の気になるところ

●道端や公園にゴミや雑草が多い

●街灯が少ない

●用水路など危険な場所がある

●環境の悪化が気になる
・勝手にものを燃やすから臭い・アサザが絶滅危惧種に入っている

●便利なお店や施設が少ない、または遠い
・TSUTAYAが遠い・運動する環境が少ない・コンビニや雑貨屋さんがない

●行事が少なく盛り上がらない
・行事に参加する人が少ないからあまり盛り上がらない

●少子高齢化が進んでいる

●きちんと挨拶のできない人がいる
・あいさつの声が小さい・あいさつをしても無視する

こんな大江山地区にしたい！

●ゴミのないきれいな町
・犬のフンとかが落ちていないキレイな町・ゴミの分別ができる町

●自然を守って環境に良い町
・このままずっと桜がきれいなままがいい・雑草を切ってもっとこまめに遊
べるようになって欲しい

●住む人たちがつくる安全な町
・街灯のある安全な町・交通ルールを守る・マナーを守る町になったらいいな 

●挨拶の多い明るい町
・あいさつをかわす・明るい地域

●地域の人が仲良く協力できる大江山地区
・みんなが一丸になって協力できる町になったらいいな

日　時： 平成25年 10月 5日（土）
 午前 9：30～ 11：30（120分）
会　場： 大江山農村環境改善センター
 大会議室
参加者： 丸山小学校　22名
 （4年生：2名、5年生：14名、
  6 年生：6名）
 大淵小学校　14名
 （2年生：1名、3年生：1名、
  5 年生：5名、6年生：7名）
運　営： 江南区自治協議会
 環境・教育部会委員　7人
協　力： 丸山小学校、大淵小学校
 地域教育コーディネーター
　　　 NPO法人まちづくり学校

実施概要

○あらためて、大淵の良さが分かった！ 
○自分以外の人と仲よく
○これから、ポイ捨てなどをせず、ゴ
ミ箱に捨てるように心がけます。

○丸山の良いところはだいたい知っていた

けど、大淵の良いところや悪いところは

知らなかった！
○悪いところも多いので、１つ１つ直し
ていって、少なくしたい。
○いろんな意見を聞くこともできて良
かったです。

○地域のみんなと、良い丸山にしていき
たいと思いました。

○自分から地域の人に挨拶をできるよ
うにしたいと思いました。地域の行事に

自分から参加したいと思いました。

子どもたちのふりかえり（抜粋）

○こうなってほしいことを言えてスッキリ。
○考え方も違ったし、東曽野木と曽野木の
悩みも違った。

○とても楽しい話し合いだった。これを機会

に本当に曽野木の街に街灯をつけて欲しい。

○今日の話し合いで曽野木をもっと好きに
なった。

○あまり曽野木のことを考えたことがなかった

のでいい経験になったと思います。少し
でも子どもの声が大人の人に届いたら
いいなぁー。

○少しだけど街づくりに協力できた気がし
た。自分の考えを役所の人などに言えて良

かった。あと、みんなと話すのも楽しかった。

また来年もやって、街おこしをしてほしいで

す。

日　時： 平成25年 11月 30日（土）
 午前 9：30～ 11：30（120分）
会　場： 曽野木地区公民館　ホール
参加者： 曽野木小学校　21名
 （4年生：9名、5年生：4名、
  6 年生：8名） 
 東曽野木小学校　35名
 （3年生：5名、4年生：4名、
  5 年生：4名、6年生：22名）
運　営： 江南区自治協議会
 環境・教育部会委員　7人
協　力： 東曽野木小学校、曽野木小学校
 地域教育コーディネーター
　　　 NPO法人まちづくり学校

実施概要

子どもたちのふりかえり（抜粋）

・街灯のある安全な町・交通ルールを守る・マナーを守る町になったらいいな

曽野木地区の自慢できるところ

●自然環境や農業環境が豊か
・曽川切れがあった大きな川がある・鳥屋野潟がある・白鳥がたくさん来る

●おいしい農産物
・枝豆や梨やルレクチェが多い・曽野木で採れた野菜が給食に使われている

●お店や施設が充実している
・チャレンジャーがある・病院がある・新潟テルサがある・浄水場がある

●「人」が優しい
・ボランティアをしてくれる人が多い・お年寄りの人がいっぱい話しかけて
くれる

●祭りがある
・田んぼ花火・曽野木祭り

●静か・落ち着いている
・人が多くないので静かでいい

●小学校は伝統があり、楽しい学校だ

曽野木地区の気になるところ

●道端や公園にゴミや雑草が多い

●街灯が少ない

●不審者が出没するので不安

●公園の設備や環境がよくない
・公園でボール遊びがしづらい・自転車置き場がほしい・面白い遊具がない 

●公共施設が少ない
・図書館が少ない・駅がない・時計がない

●便利なお店や施設が少ない
・遊べる施設が少ない・文房具屋さんがない・雨の日でも遊べるところが少
ない・駄菓子屋がないからほしい・バスケなどのスポーツをするところが
ない

●お祭りの出店が少ない
・ニュータウン祭りは、屋台が少ない

こんな曽野木地区にしたい！

●安全な町曽野木
・安全パトロールをもっとしてほしい・人が通る交差点に信号をつける

●ゴミのないきれいな町
・公園にゴミ箱を置く・公園でタバコを吸わないでほしい・ゴミ拾いを学校
行事にする

●自然を守って環境に良い町
・自然のエネルギーを使う・美化活動を増やす・木を植えて空気をキレイに

●明るくて自由に遊べる公園のある町
・きれいで楽しく遊具がたくさんあって、ボール遊びも出来る公園

●イベントやキャラクターのある楽しい町
・子どもが楽しむ行事を作る（たとえば、祭り・田んぼ花火・クリスマス会・
どんと焼など）・曽野木のマスコットキャラクターを作る

●お店の多い便利な町
・なんでも買える大きなスーパーを作ってほしい

曽野木大江山

・子どもが楽しむ行事を作る（たとえば、祭り・田んぼ花火・クリスマス会・




